
と　き：2013年２月９日（土）

　　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　　　　　　18:00～20:00

ところ：鹿児島市「よかセンター多目的ホール」
　　　　　　　　　　　　（鹿児島市中央町10番地キャンセ8階）

講　師　　孫崎　　享 さん
　　　　　　　　　　（元外務省国際情報局長・元防衛大学校教授）

参加費：５００円 （どなたでも参加できます）　
　巷では、一昨年９月の政権交代の後、普天間問題などで日米関係が不安定になった

間隙をついて、ここぞとばかりに各国が領有権の係争地を押さえにきたとの指摘が多

くありますが、外務省で国際情報局長などを歴任した孫崎享さんは、こうした見方に

疑問を呈しています。孫崎さんはむしろ話は逆だと言っています。

　それは、「そもそも北方領土や尖閣問題が拗れた背景にはアメリカの意向があり、

今回の尖閣をめぐる一連のできごとも、背後にはアメリカの陰が見え隠れしている」

と。さらに、「日本政府は日本の国益とは関係なく、もっぱらアメリカ自身の利害得

失の計算に基づいて、これまで領土問題に対するスタンスを変更してきた」と分析し

ています。そして、そのような無理な立場を正当化するために、政府は領土問題をめ

ぐる二国間の交渉の経緯や国際法上の位置づけなどを、日本の国民に正しく説明して

こなかったとも言っています。

　日本の国益とは？　領土問題とは…日中関係・日韓関係など日本周辺で緊張が高ま

っています。外交の専門家を招いて講演会を開催します。ぜひ、ご参加下さい。

孫崎　享（まごさき うける）さん

九条医療者の会かごしま・かごしま九条の会憲法学習会
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尖閣諸島：石原騒動で何を得たか、国有化という強がりのから騒ぎ。尖閣領
有権の争いで実質的にプラスなし。代償は？日本経済の悪化。本当に意味あ
ったのか。国民から騒ぎに煽動されるだけでなく損得冷静に考察すべし、９
日読売。「日中関係悪化・円高で…業績予想の下方修正。製造業４９％売上
げ下方」（孫崎さんツイートから　https://twitter.com/magosaki_ukeru） 

【まごさき うける　プロフィール】
評論家。旧満州国鞍山、1943年生まれ。1966年東京大学法学部中退、外務省に入省。 
駐ウズベキスタン大使、国際情報局長、駐イラン大使を経て、2009年まで防衛大学校教
授を務めた。 著書 『戦後史の正体 (「戦後再発見」双書) 』作者: 孫崎享 出版社/創元
社、『日本の国境問題　尖閣・竹島・北方領土 (ちくま新書 905)』 作者: 孫崎享 出版社/
筑摩書房、『カナダの教訓』、『日本外交　現場からの証言』、『日米同盟の正体』などが
ある。
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共催／かごしま九条の会


